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→事前アンケートは実施する。今の話からであれば、3 コマ＋別日に共有を行うイメージで構築す

る方向で進めようと思う。 

→PPT 作りと決めてしまっているが、成果物については柔軟性を持たせたい。 

 

菊地委員 

生徒にどういう学びを提供するかを先に決めなければ、時間を増やしても意味がないかと思われ

る。 

→校内で、日程と全体の進め方を再検討する。 

 

■新学科設置に向けての要望 

伊藤委員 

次回、御影高校として文理融合の探究へ移行することで、理系の学びについてはどのように検討

しているか改めてお聞かせいただきたい。 

 

山田主事 

県からの支援には限りがある為、低予算でも持続可能な連携についてのご意見を伺いたい。 

→企業は、子どもの力の為になりたいと考えているところが多い。外部講師を招いての講座は手間

や時間もかかるので、通常であれば 1 日 10 万円がかかるような内容かと思う。しかし、高校の場

合は、講座後の別日の振り返りをしっかり行うことで、企業の努力も報われるかと思う。さらに、

教育ファンドを地域住人に立ち上げ、特別授業の支援を募る方法もある。また、教員は部活・自

分の授業・用事など多忙であることから、教員との打ち合わせの時間調整が難しい。正直な希望

としては、連絡調整等に特化した教員を置いて欲しい。 

 

第２回 コンソーシアム会議 

日 時：令和 5 年 11 月 24 日（金）14:00-16:00 

場 所：兵庫県立御影高等学校 リサーチルーム 

出席者：菊地委員、伊藤委員、石田委員、谷口委員、吉川委員、藤田委員、飛田委員、尾花委員、 

山田主事、森本校長、横山教頭、橋本教諭、飯川教諭、大西教諭 

竹中コーディネーター、東コーディネーター、林コーディネーター 

内 容：校長挨拶、管理機関挨拶、出席者紹介、資料説明（本事業説明）、協議 

協議題：①普通科改革支援事業のロードマップ 

②グローカルコンシャスデイ 12 月 15 日(金) の実施について 

協議内容 

■普通科改革支援事業のロードマップ 

菊地委員 

神戸大学文学部代表として来校しているが、2 年生 1 学期に CrossⅡ（現状 GSⅡ）で協力させて

いただいている。大学生にとっても大学の授業の一環として、教育実習前に生徒と関わる機会があ

るということはありがたいので、今後も続けていきたいと思う。地域探究プロジェクトというと学

生の専門とずれてしまうことがあるようだが、実態の中では若干コンセプトのずれは生じているが、

新しい学科の中でどのように擦り合わせるかについてまた話をしながら進行したいと思う。神戸大

の他の教員にも、今日ご説明いただいたコンセプトなどは共有させていただく。テーマリサーチの

CrossⅠなどでやっている内容について、うまい具合に進んでいるという話だったが、神戸市の竹の 
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